
 

近年、都市公園は、人口減少や少子高齢化、財政状況の悪化などの社会状況の変化に対応し てい

く ため、「 公園を柔軟に活用し たま ちの活力創出を図っていく こ と 」 が求めら れている 。  

本公園が立地する 秦野市では、 新東名高速道路秦野丹沢 SA ス マート IC の建設を契機に、 地域

の魅力向上を図る 構想（「 表丹沢魅力づく り 構想」） を策定し 、 本公園は、 多様な主体と 連携し た地

域活性化の拠点（ 交流発信拠点） と し て期待さ れている 。  

ま た、 平成 29 年の都市公園法改正では、「 公募設置管理制度」（ Park-PFI） が創設さ れる など、

公民連携によ る 都市公園の整備や管理に関する 新たな仕組みの充実が図ら れている 。  

一方で、 現行の基本計画は、 策定から 30 年が経過し 、 公園と 取り 巻く 社会状況と の差異や現状

の整備状況と の相違や生じ ている こ と から 、こ れら の整合を図り 、新たな時代に即し た計画に変更

し 、 事業効果を発現し ていく 必要が生じ ている 。  

 

 

〇「 社会の成熟化、 市民の価値観の多様化、 社会資本の一定程度の整備等の社会状況の変化
を背景に、 緑と オープンス ペース 政策は、 新たなス テージへ移行すべき 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 令和５ 年２ 月撮影）  
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社会状況の変化への対応や公園の課題、 特質、 現行の計画内容を踏襲し つつ、「 新たな公園像（ コ

ンセプト ）」 を定め、 公民連携を視野においた計画への見直し を図る 。  

 
Ａ ： 周辺地と の関連： 周辺地と 連携し た観光・ 地域振興、 エリ アマネジメ ント の取組み 
Ｂ ： 計画条件の追加： 広域アク セス の向上に伴う 利用機能の確保 
Ｃ ： 計画と の不整合： ゾーンと 整合し ない施設の立地、 土地利用の細分化 
         ： 計画フレ ーム（ 想定利用者数） を超える 利用、 駐車場不足 

： 民設民営施設や長 期間未整備と なっている 区域の存在 

Ａ ：

Ａ ： イ メ ージコ ンセプト の  

Ｂ ： 立地環境を活かし た高付加価値サービス の提供や民間ノ ウ ハウ によ る 収益確保 

Ｂ ： 公園機能発現上、 不可欠な施設の整備と 施設の適切な維持管理 

Ｃ ： 公園内の 、 既存施設の整備状況や新たな公園像に即し た形に  

Ｃ ： 計画与件に関し ては、 新東名高速道路の全線開通後の想定利用者数などをも と に、

 

Ｃ ： 多様な主体と 連携し たパーク マネジメ ント の推進

公園全体のコ ンセプト （ アウ ト ド ア・ アク ティ ビティ パーク ） を構成する 「 基本方針」 と 「 ゾーニ

ング」 の見直し を行う 、  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現行踏襲 

新規設定

 内容修正 

 再設定

再設定 

現状への整合、 一部修正 
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〇「 起伏に富んだ地形に存立する 森林（ Forest） を活用し 、 よ り 志向性の高いアク ティ ビティ を 

提供する 」  

〇今後の 民間投資に よ る 整備を 視野に 、 既存施設の 配置や期待する 利用機能に 応じ 、     

ゾーン内を次の５ つのエリ アに設定する 。  

（ 約 3ha）  

公園左岸側のアク セス・ 情報発
信拠点 

（ 約 5ha）  

ク ラ イ ミ ングの普及啓発・ 賑わ
い創出拠点 

（ 約 3ha）  

開放感と く つろぎの場の提供・
団体利用 

（ 約 12ha 

癒し や安ら ぎによ る 再生、 里山
林の保全、 防災機能 

（ 約 3ha）  

和の味わい・ 創造・ ひら めき の
場の提供 

 
 
※Compet i t i on： 競技、 Fi t ness： 体力 
※Outdoor  act i vi t i es： アウ ト ド ア・ アク ティ ビ ティ 、 Rel axat i on： く つろぎ 
※Heal i ng： 癒し 、 Reproduct i on： 再生 
※Cul t ure： 文化、 Art ： 芸術 

 

 

〇「 河畔（ Riverside） と 段丘（ Terrace） 上の平坦地を活用し 、 公園での一般的なアク ティ ビティ   

を提供する 」  

〇既存施設の配置や利用状況を踏ま え、 ゾーン内を次の５ つのエリ アに設定する 。  

（ 約 2ha）  

公園右岸側のアク セス・ 情報発信・
管理・ 防災拠点、 表丹沢の登山拠点 

（ 約 4ha）  

季節毎の花修景や農の風景によ る
魅力創出 

（ 約 8ha）  

家族連れで楽し める ア ク ティ ビ テ
ィ の提供 

（ 約 4ha）  

団体ス ポーツ アク ティ ビ ティ の提
供・ 防災拠点 

（ 約 7ha）  

自然に包ま れた滞在拠点 
（ 主要施設は民設民営）  

        

 

ファミリー・レ

クリエーション 

ゾーン 

川遊び 

ゾーン 

キャンプ 

ゾーン 

（細分化・踏襲） 

森の自然観

察ゾーン 

山里のクラフ

トゾーン 

文化と芸術

のゾーン 

（細分化・変更） 
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 県立秦野戸川公園の概要                                      
 

～四季折々の花の景を 楽し み、 豊かな風景にひたり ながら 「 野あそび」「 農あそび」、 すなわちフ ァ ームホリ ディ を楽し むこ と ができ る 公園～

 

 

・ 公 園 名： ９ ・ ６ ・ １ 号 秦野戸川公園 

・ 計画面積： 約 50.7ha（ 平成４ 年１ 月）  

・ 約 36.1ha（ 当初開園： 平成 9 年７ 月）  

・ 広域公園 

・ 秦野市堀山下他 

・ 市街化調整区域 

・ 約 61 万人/年（ 令和５ 年度）  

・ (公財)神奈川県公園協会小田急電鉄(株)共同事業体 

 

チュ ーリ ッ プ花壇 
 

水無川での水遊び 
 

バーベキュ ー場 
 

ク ラ イ ミ ング施設 
 

パーク センタ ー・ ビ ジタ ーセン タ ー  

 

秦野丹沢ま つり （ 表丹沢山開き ）  

参考資料 

少年野球場 

多目的 

グラウ ンド 

子どもの 

広場 

パークセンター 
ビジターセンター 

レストハウス 

農体験場 

庭の見本園 

大倉駐車場 

水無川 

駐車場 

諏訪丸 

駐車場 

はだの丹沢 

クライミング 

パーク 

山岳スポーツ  
 

センター 

多目的 

グラウンド 

桜の里 

山里庭園 
休憩所・茶室 

バーベキュー場 
（民間キャンプ場） 

野鳥観察 

ウ ォール 

観察池 

ゲート 

ボール場 

未整備区域 約５ha 

（キャンプゾーン） 

（ファミリー・レクリエーションゾーン） 

（川遊びゾーン） 

（文化と芸術のゾーン） 

（山里のクラフトゾーン） 

（森の自然観察ゾーン） 

矢坪沢 

水無川 

水無川 

公園及び周辺地域のレクリ エーション

活動の利用拠点となるゾーン 

既設のキャンプ場を改修し、豊かな自然

の中でゆったりと過ごすことができるよ

うな質の高いキャンプ施設とする 

水無川の砂防区域を整備し、 

川遊びを体験できるゾーン 

山里的な背景を利用し、美術・

音楽・日本庭園などの文化・芸

術を楽しむことができるゾーン 

丹沢の自然を背景に様々な工芸

や炭焼きなどの手作り 体験がで

きるゾーン 

矢坪沢の 森林を保全・育成しつ

つ、昆虫・野鳥・植物などの観察や

散策、森林浴などを楽しむゾーン 

計画区域        開園区域 

秦野
は だ の

戸川
と か わ

公園平面図 

風の吊り橋 


